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あなたと本が出会う場所 ～みんな図書室へ行こう～

開館時間：午前10時～午後6時

休館日：毎週月曜日・第3日曜日・年末年始

貸出は1人3冊まで。2週間借りられます。

ファミリーセンター2階
☎43-0390

8月6日（木）、美濃加茂市「のはらの会」の

みなさんによる、毎年恒例の夏の朗読会を

行いました。

大人18名、子ども27名の方が参加され、

来場された方は大きなスクリーンと音楽で

彩られたものがたりの世界を、じっくりと

味わってみえました。

今年は、終戦70周年の節目にふさわし

く、「戦争と平和ものがたり」をテーマに、

戦争の恐ろしさ、平和の大切さについて感

じて頂けたと思います。

また、新聞を使った楽しい手遊びも教え

て頂き、子どもたちだけでなく大人からも

歓声が上がっていました。

感想シートより・・・
「せんそうはこわくて、いのちをなくし

たりするから、せんそうはしないでほし

いです。いまはへいわでよかったです。」

「のはらの会のみなさんに4冊の本をよ

んでもらって、やっぱり平和は大切だと

思ったし、世界の平和を持続させるため

に、相手のことを尊重し、思いやりがで

きるようにしたいと思いました。」

第10回 夏の朗読会を開催しました

ファミリーセンター１階にて雑誌

コーナーを開放しています！

ぜひご利用ください♪

「一〇三歳になってわかったこと
人生は一人でも面白い」

100歳をすぎても、

現役で活躍している、

桃紅さんのエッセイ。

・�考えるのをやめれ

ば、｢死｣も怖くない。

・�自然の一部として、

生まれただけと思え

ば、気負いもない。

そのままストレート

に、100歳になった者

にしか分からない感覚

や、心情が伝わる作品

です。

「太宰治の辞書」

《円柴さん》と《私》シ

リーズの最新作。

出版社に勤めている

私が、芥川龍之介の「舞

踏会」、太宰治の「女生

徒」、萩原朔太郎の詩

の中の気になる部分を

史実と共に、読み解い

ていくお話。

今話題の作家の名が

出てきたりと、これっ

てミステリー？と思っ

てしまう、ミステリー

作品です。

篠田桃紅／著
幻冬舎

北村薫／著
新潮社

今月のおすすめの本

図 だ よ り室書




